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新
た
な
第
一
歩

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス（
旧
西
日

本
）は
、全
人
格
的
教
育
を
目
指
し
1

 
9
 
6
 

9
年
に
開
校
、
昨
年
50
周
年
を
迎
え
た
。

2
0
1
9
年
５
月
25
日
に
は
学
び
舎
で
あ

る
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
記
念
行
事
を

開
催
し
た
。
金
属
労
協
結
成
当
時
の
役
員
・

関
係
者
の
ご
尽
力
で
開
校
し
て
以
来
、
半

世
紀
に
わ
た
っ
て
開
催
し
続
け
て
、
こ
の

 
第
51
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
催
報
告

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
部
長

意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
今
、
現
実
を
踏
ま

え
た
う
え
で
我
々
の
目
指
す
べ
き
目
標
に

向
か
っ
て
い
か
に
運
動
を
展
開
し
て
い
く

の
か
、
是
非
コ
ー
ス
期
間
中
に
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
来

賓
と
し
て
厚
生
労
働
省
の
山
田
政
策
立
案

総
括
審
議
官
が
挨
拶
に
立
ち
自
ら
の
経
験

を
も
と
に
、「
相
手
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト

を
忘
れ
ず
に
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
せ
っ
か
く
の
合
宿
研
修
と
い
う
場

な
の
で
、
明
る
く
楽
し
く
議
論
を
ぶ
つ
け

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
さ
れ
た
。

次
に
第
35
回
コ
ー
ス
の
修
了
生
で
あ
る
山

本
一
志
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
が
、
続
い
て
、

石
田
光
男
副
校
長
（
同
志
社
大
学
教
授
）が

受
講
生
を
激
励
し
た
。
最
後
に
受
講
生
を

代
表
し
て
ダ
イ
キ
ン
工
業
労
働
組
合
東
京

支
部
書
記
長
の
佐
伯
紗
綾
香
さ
ん
が
受
講

生
宣
誓
を
行
い
、
開
校
式
を
終
了
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
形
成
と
し
て
の

ゲ
ー
ム
を
実
施
。
単
組
や
役
職
、
年
齢
は

全
く
関
係
な
く
、
同
じ
第
51
回
生
と
い
う

立
場
で
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、あ
え
て
自
己
紹
介
を
す
る
前
に
行
う
。

開
校
式
と
い
う
セ
レ
モ
ニ
ー
が
終
了
し
た

こ
と
も
あ
り
、
少
し
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
こ

れ
か
ら
２
週
間
半
寝
食
を
共
に
す
る
仲
間

と
し
て
「
初
め
ま
し
て
」
の
挨
拶
を
交
わ

し
合
っ
た
。

日
常
生
活
ー
雨
に
も
負
け
ず

　

第
51
回
の
特
徴
は
何
と
言
っ
て
も
「
雨
」。

比
較
的
天
候
に
恵
ま
れ
や
す
い
10
月
で
は

あ
る
が
、
今
年
は
雨
が
多
い
毎
日
だ
っ
た
。

朝
７
時
15
分
に
は
駐
車
場
に
集
合
し
て
朝

の
挨
拶
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
そ
し
て
散
歩
が

毎
日
の
日
課
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ラ

ジ
オ
体
操
の
初
日
か
ら
雨
。
そ
れ
か
ら
も

雨
の
確
立
が
高
く
、
ラ
ジ
オ
体
操
は
大
会

議
室
の
中
で
、
も
ち
ろ
ん
散
歩
は
中
止
と

い
う
日
が
続
い
た
。
大
会
議
室
で
の
ラ
ジ

オ
体
操
の
後
は
、
雨
に
負
け
じ
と
全
員
で

「
オ
ー
！
」
と
こ
ぶ
し
を
突
き
上
げ
て
気
合

TOPICS

開校式で決意表明を読み上げる受講生代表

50
年
間
で
1
7
3
5
名
の
修
了
生
が
巣
立

っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
2
0
1
9
年
10
月
17
日
、
新

た
な
第
一
歩
で
あ
る
第
51
回
労
働
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
が
開
校
し
た
。
今
回
は
、

受
講
生
34
名
中
女
性
が
５
名
と
、
近
年
の

中
で
は
人
数
が
多
い
回
と
な
っ
た
。
受
講

生
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
や
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
で
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
姿
に
頼

も
し
さ
を
感
じ
た
。

開
校
式

ー
初
め
ま
し
て
の
挨
拶
か
ら

　

2
0
1
9
年
10
月
17
日（
木
）10
時
か
ら

開
校
式
を
行
っ
た
。
篠
笛
（
森
田
玲
・
玲

月
流
初
代
）
の
奏
楽
で
始
ま
り
、
式
辞
と

し
て
香
川
孝
三
校
長
（
神
戸
大
学
名
誉
教

授
）、
松
岡
敬
名
誉
校
長
（
同
志
社
大
学

学
長
）
が
、
コ
ー
ス
の
意
義
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
受
講
生
を
激
励
し
た
。
ま
た
主

催
者
代
表
挨
拶
と
し
て
髙
倉
金
属
労
協
議

長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
労
働
組
合
の
存
在

2
0
1
9
年
10
月
17
日
か
ら
11
月
2
日
ま
で
、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
第
51
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
催
し
た
。

北
は
新
潟
県
か
ら
南
は
佐
賀
県
ま
で
総
勢
34
名
の
受
講
生
が
研
鑽
に
励
ん
だ
。
以
下
、
所
見
も
交
え
な
が
ら
報
告
す
る
。
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鞍馬山散策
雨の中頑張って登りました。

特別討論会　金属労協三役と語り合いました。

朝の体操
今日も雨が…。でも頑張ろう「オー！」

し
て
い
た
。

　

ま
た
、
最
近
は
こ
の
研
修
で
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
大
活
躍
。
研
修
初
日
に
は
す

で
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
が
複
数
登
録
さ

れ
、
実
行
委
員
会
で
決
定
し
た
事
項
は
た

だ
ち
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
ゼ
ミ
生
に
伝
え
ら
れ

た
。
顔
を
合
わ
せ
て
伝
え
る
べ
き
内
容
に

つ
い
て
は
、
実
行
委
員
が
す
ぐ
に
ゼ
ミ
生

を
招
集
し
、
口
頭
で
伝
え
ら
れ
る
。
昨
今

は
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
、
両
方
の
ツ
ー
ル

を
駆
使
し
な
が
ら
コ
ー
ス
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

座
学
で
あ
る
講
義
の
他
に
も
様
々
な
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
結
論
を
求
め
ず

自
由
に
討
論
す
る
場
で
あ
る
「
討
論
会
」

と
金
属
労
協
三
役
と
語
り
合
う
「
特
別
討

論
会
」。
京
都
の
自
然
に
学
ぶ
「
鞍
馬
山
散

策
や
オ
プ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
比
叡
山

登
山
」。
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
「
坐
禅
」

や
「
お
茶
室
体
験
」。
こ
こ
で
は
、
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
と
特
別
講
演
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

①
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
「
時
代
の
求
め
る
労

働
組
合
の
役
割
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、
労

働
組
合
・
職
場
の
課
題
を
指
導
教
授
や
受

講
生
同
士
で
解
決
案
を
探
求
す
る
。
５
つ

の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
４
回
に
わ
た
り
討

議
を
重
ね
た
。
最
後
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ご

と
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
発
表
を

行
い
、
成
果
を
共
有
し
あ
っ
た
。
各
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
テ
ー
マ
と
概
要
は
次
の
と
お
り
。

◎
香
川
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
国
際
』
～
21
世
紀
国
際
社

会
に
お
け
る
労
働
組
合
の
役
割

　
「
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
労
働
組
合

の
役
割
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
日
本
加
盟
組
織
の
概
要
や
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、
国

内
外
の
労
組
に
お
け
る
女
性
組
合
員
・
役

を
入
れ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

皆
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
鞍
馬
山
散

策
」
も
雨
だ
っ
た
。
雨
が
降
り
し
き
る
中
、

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
鞍
馬
寺
を

目
指
し
た
。
お
寺
で
の
講
話
で
は
、
昨
年

の
台
風
被
害
状
況
な
ど
を
聞
き
、
自
然
災

害
の
怖
さ
、
自
然
の
驚
異
を
感
じ
た
。
帰

り
道
で
は
傘
も
さ
せ
な
い
ほ
ど
の
暴
風
雨

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
皆
元
気
に
生
還
、
す

ぐ
入
れ
る
よ
う
に
用
意
し
て
あ
っ
た
大
浴

場
で
冷
え
た
体
を
温
め
な
が
ら
、
互
い
の

健
闘
を
た
た
え
合
っ
た
。

　

休
憩
時
間
に
大
活
躍
し
た
の
は
、
第
47

回
修
了
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
卓
球
台
。
京

都
の
街
中
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
も
20

分
以
上
か
か
る
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
。
唯
一
の

娯
楽
と
言
っ
て
も
い
い
の
が
「
卓
球
」
で

あ
る
。
休
憩
時
間
、
そ
し
て
石
田
ゼ
ミ
で

は
恒
例
の
卓
球
大
会
が
実
施
さ
れ
る
。
ほ

と
ん
ど
卓
球
を
や
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た

受
講
生
も
、
コ
ー
ス
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は

何
度
も
ラ
リ
ー
を
続
け
ら
れ
る
ほ
ど
上
達

坐禅体験
朝早くて眠かったけど、良い経験になりました。

グループ形成（貿易ゲーム）
初めての共同作業。結果はどうだったかな？

実行委員会
皆さんのおかげで第51回は大変盛り上がりました。

お茶室体験
お茶を点ててみました。
上手に点てられました。
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『
労
働
組
合
と
社
会
』
～
仕
事
と
処
遇　

納
得
性
の
あ
る
給
与
の
決
め
方
と
水
準

　

組
織
の
賃
金
制
度
と
水
準
を
調
査
し
、

特
性
を
把
握
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
賃
金

制
度
の
課
題
を
分
析
す
る
と
と
も
に
各
組

織
の
賃
金
制
度
、
処
遇
制
度
の
提
言
に
つ

い
て
討
議
し
た
。

◎
上
田
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
企
業
』
～
企
業
社
会
の
変
貌

と
労
働
組
合
機
能

　
「
年
休
取
得
1
0
0
％
へ
の
挑
戦
」
を
サ

ブ
テ
ー
マ
に
、
日
本
と
各
国
の
年
休
取
得

率
を
比
較
、
さ
ら
に
各
労
組
の
実
態
を
比

較
、
ど
う
す
れ
ば
年
休
取
得
1
0
0
％
が

実
現
で
き
る
の
か
、
年
休
取
得
1
0
0
％

に
で
き
る
だ
け
近
づ
け
る
施
策
を
阻
害
要

因
別
に
討
議
し
た
。

◎
寺
井
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
働
き
方
』
～
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
労
働
組
合
の
役
割

　

各
労
組
の
多
様
な
働
き
方
に
対
す
る
取

り
組
み
事
例
や
年
間
総
実
労
働
時
間
の
推

移
、
実
際
に
取
り
組
み
を
取
り
入
れ
た
結

果
の
成
果
や
課
題
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
取
り
組
み
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
、

討
議
し
た
。

②
特
別
講
演

　

経
営
者
の
方
を
お
招
き
し
て
実
施
し
て

い
る
特
別
講
演
「
経
営
と
人
間
」
は
、
経

員
比
率
や
担
当
業
務
、
特
に
欧
州
労
働
組

合
連
合
会
と
日
本
の
組
合
役
員
比
較
な
ど

に
焦
点
を
当
て
分
析
す
る
と
と
も
に
、
女

性
組
合
役
員
の
活
躍
推
進
の
た
め
に
は
何

が
必
要
な
の
か
討
議
し
た
。
ま
た
、
グ
ロ

ー
バ
ル
枠
組
み
協
定
（
Ｇ
Ｆ
Ａ
）の
必
要
性

に
つ
い
て
も
討
議
し
た
。

◎
石
田
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
職
場
』
～
職
場
か
ら
の
新
た

な
雇
用
関
係
の
構
築

　
「
労
働
組
合
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に

は
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
各
組
織
の
諸
課
題

を
深
堀
し
、
多
様
化
す
る
時
代
に
労
働
組

合
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
労
働
組
合
の
価

値
を
高
め
る
た
め
に
何
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
か
、
討
議
し
た
。

◎
中
田
ゼ
ミ

営
者
ご
自
身
の
経
験
談
、
経
営
哲
学
や
人

生
観
、
次
世
代
へ
の
提
言
な
ど
を
語
っ
て

い
た
だ
く
場
で
あ
る
。
第
１
回
の
松
下
幸

之
助
氏
以
降
、
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

経
営
者
の
方
に
講
義
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
回
は
、
労
働
組
合
役
員
経
験
者
で
も

あ
る
株
式
会
社
ダ
イ
セ
ル
取
締
役
会
長
・

札
場 

操
氏
を
講
師
に
迎
え
、
労
組
役
員
経

験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、「
人
が
変
わ
る
こ
と

で
組
織
も
変
わ
っ
て
い
く
。
よ
り
新
し
い

も
の
が
で
き
て
い
く
」
と
い
う
視
点
で
の

人
財
を
育
て
る
意
味
な
ど
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
た
。
講
義
の
冒
頭
、
自
ら
上
着
を

脱
い
で
「
堅
苦
し
い
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
」

と
の
声
か
け
に
、
緊
張
し
た
受
講
生
も
気

持
ち
が
ほ
ぐ
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
聞
く
こ

と
が
で
き
た
よ
う
だ
っ
た
。
受
講
生
か
ら

は
、「
仕
事
に
向
か
う
姿
勢
な
ど
勉
強
に

な
っ
た
」な
ど
と
感
想
を
寄
せ
ら
れ
た
。

閉
校
式
ー
ま
た
逢
う
日
ま
で

　

2
0
1
9
年
11
月
２
日（
土
）
朝
か
ら
出

発
（
た
び
だ
ち
）の
集
い
を
行
い
、
受
講
生

が
コ
ー
ス
を
通
し
て
学
ん
で
感
じ
た
こ
と

を
一
人
ひ
と
り
が
述
べ
合
っ
た
。
そ
の
後
、

閉
校
式
を
行
っ
た
。
式
辞
と
し
て
香
川
孝

三
校
長
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
が
「
こ

の
研
修
で
得
た
一
番
の
宝
物
は
仲
間
と
の

絆
で
は
な
い
か
。
合
宿
研
修
で
よ
り
深
ま

っ
た
関
係
を
今
後
も
継
続
し
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
激
励
し
、34
名
全
員
に
修
了
証

書
を
授
与
し
た
。
主
催
者
代
表
挨
拶
と
し

て
浅
沼
弘
一
金
属
労
協
事
務
局
長
が
「
今

日
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
経
験
を
職

場
に
持
ち
帰
っ
て
、
こ
の
後
の
仕
事
に
活

か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
述
べ
た
。
そ

の
後
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
講
師
の
石
田
副

校
長
（
同
志
社
大
学
教
授
）、
中
田
運
営
委

員
（
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
）、
上
田
運

営
委
員
（
同
志
社
大
学
教
授
）、
寺
井
運
営

委
員
（
同
志
社
大
学
准
教
授
）
が
修
了
生
を

激
励
し
た
。
受
講
生
代
表
と
し
て
の
答
辞

で
は
、
第
51
回
級
長
の
神
戸
製
鋼
所
労
働

組
合
神
戸
支
部
・
藤
原
直
大
執
行
委
員
が

14
日
間
の
思
い
出
を
語
る
と
と
も
に
、「
こ

こ
に
い
る
仲
間
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
は

大
き
な
幸
せ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

自
分
が
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
組
合
員

ゼミまとめ　ゼミナールごとに発表。緊張しました。

閉校式で答辞を読み上げる第51回級長
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　第 51 回労働リーダーシップコースを振り返って
みると、女性の受講生の参加を気にしていたこと
に気づきました。34 名中 5 名が女性で、2 割を占
めていました。最近では比較的に高い割合であっ

たことから、開校式の校長としてのあいさつの中で女性役員の割合について
話しましたし、同じく開校式で女性が決意表明をしたこと、香川ゼミでも女
性の組合役員の割合を議論していたことを思い出します。開校式の前に連合
総研編著『労働運動を切り拓くー女性たちによる軌跡』（旬報社、2018 年 10 月）
を読んでいたことや、日本ジェンダー学会代表理事を 4 年間勤めなければな
らなくなったことが背景にありました。
　ITUC は女性役員を 4 割まで上げていく方針をたてていますが、国際的に
みても女性の組合役員の割合を示す統計が整備されておらず、国際比較でき
る対象国が少ないことも知りました。日本政府は女性の管理職の割合を 3 割
まであげていく方針を示していますが、女性の組合役員の割合を上げていく
ことは一言も述べていません。この両方の割合は表裏一体であり、切り離す
ことはできません。
　女性の参加率が高まることによって、リーダーシップの運営に違いがあっ
たのかどうかはよくわからないのが正直なところですが、自然体で男女共同
作業ができるようになってほしいものと思っています。

第51回労働リーダーシップコースを振り返って

実行委員会

　各ゼミナールから班長、副班長を各１名互選し、計10名で実行委員会を編
成する。実行委員会の中から１名級長を互選する。コースは受講生の主体的
な運営を基本とし、実行委員会がその中心となる。全体ミーティングで選出
された第51回コースの実行委員会メンバーは次のとおり。

と
家
族
の
幸
せ
の
実
現
の
た
め
に
行
動
に

移
し
て
い
き
ま
す
。」
と
今
後
の
決
意
を
表

明
、「
卒
業
の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、
閉

校
式
を
終
え
た
。

つ
な
ご
う
次
回
、
第
52
回
へ

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
（
旧
西
日

本
）の
修
了
生
は
、
通
算
1
7
6
9
名
、
旧

東
日
本
コ
ー
ス（
第
１
～
40
回
）の
9
3
9

名
と
合
わ
せ
て
、
2
7
0
8
名
と
な
っ
た
。

　

毎
回
、
修
了
生
は
皆
満
足
し
て
帰
っ
て

く
れ
た
だ
ろ
う
か
、
少
し
は
そ
の
後
の
組

合
活
動
に
役
立
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
考

え
る
。
２
週
間
半
の
合
宿
研
修
は
、
ス
ピ

ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
大
変

ぜ
い
た
く
な
研
修
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

是
非
こ
の
期
間
を
、
現
在
の
活
動
を
じ
っ

く
り
振
り
返
る
時
間
、
見
つ
め
直
す
時
間

と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
運
営
側

と
し
て
も
、
合
宿
研
修
で
し
か
得
ら
れ
な

い
知
識
や
経
験
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

　

次
回
、
第
52
回
コ
ー
ス
は
2
0
2
0
年

10
月
22
日
（
木
）
～
11
月
7
日
（
土
）の
日

程
で
開
催
す
る
。

　

第
45
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
で

は
初
の
女
性
級
長
も
誕
生
、
次
第
に
女
性
の

参
加
率
も
向
上
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は

金
属
産
業
で
も
女
性
労
組
役
員
が
増
え
て

く
る
だ
ろ
う
。
是
非
今
後
も
女
性
参
加
者

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
全
て
の
労
組
役
員

が
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

級長：藤原直大（神戸製鋼所労組神戸支部、石田ゼミ班長）
副級長：杉原明日美（基幹労連、香川ゼミ班長）辺見吉譜（ＪＦＥスチール京浜労組、
中田ゼミ班長）、福本和之（神戸製鋼所労組加古川支部、上田ゼミ班長）、森木田真
一（パナソニックアプライアンス労組エアコン・コールドチェーン支部、寺井ゼミ班長）
委員：信髙剛志（パナソニックホームズ労組、香川ゼミ副班長）、長田征士（パナソ
ニックアプライアンス労組ホームアプライアンス支部、石田ゼミ副班長）、齋藤直哉
（ＳＵＢＡＲＵ労組、中田ゼミ副班長）、大西迪啓（シャープ労組東日本支部、上田ゼ
ミ副班長）、高橋顕人（全労済労組関西支部大阪分会、寺井ゼミ副班長）

労働リーダーシップコース校長
神戸大学・大阪女学院大学名誉教授

香川 孝三（かがわ・こうぞう）


